
 

 

 

 

 

  

 

  

  

2019 年�5 月�17 日(金)、Oracle Code Tokyo 2019 内で行った Oracle Database

を中心とした座談会’19 の様子を報告します。

登壇者

日本ヒューレット・パッカード株式会社 諸橋 渉 

株式会社アシスト 大野 高志

エヌ・ティ・ティ・データ先端技術株式会社 小畑 啓悟

日本オラクル株式会社 柴田 歩

株式会社コーソル 渡部 亮太
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趣旨 

諸橋 渉 (以下 諸橋) 

Japan Oracle User Group(JPOUG)では、5 年前に座談会をしています。(*) 

40 年に渡る�Oracle Database の進化の過程の中では、 Oracle Multitenant はあっ

たけれど Oracle In-Memory が実装される前 ―― Oracle Database 12c リリース

1(12.1.0.1)と�Oracle Database 12c リリース�1(12.1.0.2)の間でした。

その後、 Oracle Database 12c リリース�2(12.2)、 Oracle Database 18c、そして

Oracle Database 19c とリリースされ。 

今回の座談会は、これら「12.2 リリースファミリ」版の位置づけです。

前回の座談会から今日まで、J�POUG のイベントでは、マルチクラウド、S�tandard�Edition

2、フラッシュバックアーカイブ、Kibana、Docker、そして Autonomous Database など、

新しいキーワードがどんどん増えています。そんな、ここ数年の�JPOUG ですが、今回の座談

会は Oracle Database の「新機能・運用・ライフサイクル」を題材にします。 

(*) Oracle Database 12c を主なテーマにした座談会�@�JPOUG Tech Talk Night #4 開催報告�

http://www.jpoug.org/?p=893 および Japan�Oracle�User�Group (JPOUG)の�Oracle�

Database 12c 座 談 会 レ ポ ー ト� | Oracle�Technology Network Japan Blog 

https://blogs.oracle.com/otnjp/japan-oracle-user-group-jpougoracle-database-12c 

新機能 

諸橋 

それでは、ひとりひとり順番に、新機能をキーワードにお話しましょう。
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小畑 啓悟 (以下 小畑) 

わたしの おススメは、�Oracle Database 12g リリース 1(12.1.0.2)で実装された�

Oracle Database In-Memory。参加した Oracle OpenWorld 2013 の基調講演で

大々的に発表され、思い入れがあります。 

実際、どの位速くなるのか。某金融機関へ導入し、今まで 3 分以上かかっていた画面レスポン

スの分析処理が 3 秒に改善しました。一切チューニング等をしていません。 比較元の

Exadata は、Storage Server の�Smart Scan や Storage Index により、大量データ

処理に適します。 それをもってしても、こんなに差が出ることに驚きました。
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特徴としては、20 億件程度のテーブルから約�8 万行を抽出するなどの、分析系の検索では顕

著に差があります。全表検索は、ここまでの差はありません。OLT�P 系の�1 行抽出時は、索引

を付与したほうが速かったりします。実際に商用環境で効果があり、凄いと感じています。 

新たにビッグデータ分析システムを導入したり、分析系でなかなか性能が出ないときの改善策

として、有効活用できます。 

大野 高志 (以下大野) 

わたしの おススメは、�Oracle Database 12g リリース 1(12.1.0.1)で実装された

Oracle Multitenant。
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プラガブルデータベースをクローンする時に、リリース�12.1 では Read Only にする制限が

ありました。リリース�12.2 のホットクローンでは、�Read Write のまま、できます。

データ分析を「今」のデータで行う時、毎回毎回 Read�Only にするのは無理です。それが今

は  Read �Write の ま ま 、 で き ま す 。 ご 興 味 が あ り ま し た ら 、 ぜ ひ 解 説 動 画 �

https://youtu.be/9LRqsRsCUE0 をご覧ください。 

渡部 亮太 (以下 渡部) 

わたしの おススメは、Active Data Guard におけるスタンバイデータベースの活用範囲 

の拡大。 
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�

Data Guard とは、プライマリ�DB といっても普通のデータベースから、スタンバイしている

DB へ変更を飛ばして、スタンバイ�DB で変更を適用し、災害対策として こっちの�DB が止ま

っても こっちの�DB が使えるというソリューションです。 

それに対して、Oracle Database 11g リリース�1(11.1)からの�Active Data Guard と

は、変更を適用しながら読み取りができる。これに改善が図られて、だんだんとバージョンが上

がるにつれて かゆいところに手が届くようになり。スタンバイデータベースの活用の幅が広が

ったことを、少しお伝えします。 

診断系の機能であるとか。一時表を作って取得したデータを加工してから結果を返せるとか。

更新系の�DML が発行されたら それをプライマリ DB へ流して、あたかもスタンバイ�DB で�

DML が実行されたかのように ふるまってくれる機能があります。それによって、レポート生

成などでの活用が広がります。

特に Oracle Database 19c では、これまでスタンバイ�DB では活用できなかった、ちょっ

と更新が入るようなアプリケーションからも使えます。BI ツールは、管理用の�DB にも更新が

必要なときがあると聞いています。そういう用途でもスタンバイ�DB が使えるようになりまし

た。

以前、Activ�e�Data Guard の評価をされた方にとって、今ではその時よりも意外と使える

ようになったと思えるかもしれません。
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柴田 歩 (以下 柴田) 

わたしが好きなのは、Ora�cle Database 11g リリース 1(11.1)で実装された�SQL プロフ

ァイル。チューニングアドバイザにかけて出力されたプロファイルを適用する。スキルがなくて

も複雑な�SQL をシンプルな手順でチューニングできる。 

今、注目しているのは、Oracle Database 1�9c の Automatic Indexes。 

3 年ほど前の講演で、Oracle Database のオプティマイザは「統計・実行計画・SQL 性能が

進化している」と自らお話していますが、更にここへ、今年「進化する索引」が加わり。今後どの

ような良さをもたらすのかに注目しています。
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諸橋

Oracle Database は、その時代に存在するハードウエアに最適化するように作られます。 

その最適化が新機能になります。

今、普通のサーバーは、メモリーを最大�2 テラバイト搭載可能です。私が手掛けているサーバ

ーでは 48 テラバイトです。不揮発なメモリー、パーシステントメモリーは、それぞれ 6 テラバ

イト、96 テラバイト。これらは先の話のように聞こえるかもしれませんが、今、使えます。そして、

いつか自然になります。

そのとき、たった一人でも、この話を思い出していただける方がいたら うれしいなと思います。
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運用(監視ツール) 

諸橋 

運用のうち、監視ツールの話に移ります。5 年前は�Oracle�Database�11g リリース

2(11.2.0.4)までに付属した�Enterprise Manager Database Control の役割を、�

Oracle Database 12c リリース�1(12.1.0.1)は Enterprise Manager Database�

Express が担うようになった話がありました。そこから、変わってきたのは、�Engineered 

Systems で は�Enterprise Manager Cloud Control が 必 須 に な り�―�―

Enterprise Manager の利用が増えているのではないでしょうか。

大野

実際サポートには、Enterprise Manager Cloud Control のお問合せが凄く増えていま

す。機能制限もあり、�Enterprise Manager Database Control から�Enterprise

Manager Database Express の置き換えは難しく。 

今、クラウドの利用を盛り上げていく機運がありますが、ちょっと前は Engineered�

Systems への統合が盛り上がっていたかと思います。統合された環境には�Oracle�

Database 12c リ リ ー ス 1(12.1.0.1) 以 降 を 選 択 さ れ る ケ ー ス が 多 く 、 セ ッ ト で

Enterprise Manager Cloud Control が利用され。ここ�5 年で�8 倍、年間�3 桁単位でサ

ポートへお問合せをいただくようになりました。

Enterprise Manager Cloud Controlは機能が豊富なため、問い合わせの70%ほどは、

監視の設定方法やレポートの見方など使い方に関するお問い合わせです。

このため、監視ツールとしての利用が多いと思っています。

一方で肌感覚としては、「使いこなし」にはご苦労されている方が多い印象を持っています。
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諸橋 

ありがとうございます。他の意見もお聞きしましょうか。

渡部 

私の意見としては、Enterprise Manager Cloud Control のみで全てをまかなうのは、

なかなか難しい。 

一口で監視と言っても、いろいろな方が監視をします。�Oracle Database の専門家が深い

ところまで監視をするために利用することもあれば、そのような専門知識はお持ちではないオ

ペレーターが監視をするケースがあります。Enterprise Manager Cloud Control はパ

ワフルなツールのため、極端に言えば�ORACLE 製品に関することは何でも出来てしまいます。

それをオペレーターの方へ すべて開放するか ―― 本来は、権限管理があり、制御できれば

良いのですが、実際は情報も少なく、ノウハウもなく、厳しいのではないでしょうか。

もう一つの観点としては、オペレーターの立場になって考えてみると、�Oracle�Database

のみではなく他のシステムも監視対象です。できなくもないのですが、O�RACLE 製品とは無

関係なサーバーも�Enterprise Manager Cloud Control で監視するのは、ハードルが高

く。また、既に他の監視は別のツールでやると決まっていたりしますよね。

基礎的な監視は、他の汎用ツールで行って、O�RACLE 製品特化の部分は Enterprise

Manager Cloud Control で行う住み分けが、自然かなと考えます。

諸橋 

ありがとうございます。今日は、この「Enterprise Manager のみではない監視の例」を、小

畑さんからお話していただきます。
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小畑 

見たことがある方はわかると思いますが、Enterprise Manager のメッセージはわかりにく

かったり、受け取っても判断が難しい。気軽にクリティカルを連発するとか ―― Agent と

OMS の通信が途絶えると DB が止まっていないのに「停止しています」とか ―― 実運用し

ている現場で、様々な課題がありました。

その課題へ作り込みで対策をした事例をお話します。 

左側のステータスチェックメールは、生存や負荷の状況を�30 分毎に監視し、crs_stat の結果

を定期的に取得したり、データベースインスタンスが�3 台停止したら稼働状況をクリティカルと

したり。 

これの導入前は、判断が出来なくて現場に駆け付けとかしていましたが、導入後は「すぐに対

応しなくても大丈夫です」とか駆け付けずに判断でき便利になりました。

右側の運用メニューは、ステータスチェックメールで何かインシデントの発生を把握後に、ある

程度定型化されている初動でサポートへ送るログなどの収集を楽にするものです。

これらによって、夜中も安心して眠れる生活ができて、ハッピーになりました。 

運用(パッチ適用) 

諸橋 

運用のうち、パッチ適用の話に移ります。パッチは主に、個別パッチと、Windows 以外は四半

期ごとになる集積パッチ形式のアップデートがありますよね。セキュリティ上の脆弱性対応とし

ては、適時適用してくださいになってしまう一方で、適用において、個別パッチを主体とするの

か、集積パッチを主体とするのかで分かれているのが現場の現実と思います。

まずは個別パッチを主体とする運用について、小畑さんからお願いします。
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小畑 

当然、O�RACLE の推奨としては、アップデートの定期適用になりますが、実際の現場では、適

用リスクと適用コストの 2 つが問題となります。

アップデートは性能に関する変更は入らないと言われているものの、集積パッチを適用するこ

とで新しい問題が生じるリスクが懸念されます。特に性能問題や何か使えなくなったりしない

のかなど。ローリング適用できても、特にミッションクリティカルなシステムでは、瞬断であって

も難を示される利用者が多い印象を持っています。 

『現状維持が一番だよね。今何も起きてないのに、何で適用するの。』や『業務が継続できない

ような障害が生じるならば仕方ないから適用して。』が現場の現実です。

コストに関しては、個別パッチは変更が該当機能に限定しているため、機能に特化したテストで

済む。集積パッチよりも狭いテスト範囲で済みます。

諸橋 

ありがとうございます。

ここで会場の皆さんへお聞きしてみたいと思います。 

こういう「個別パッチ主体の運用をしているシステムがある」方はどれくらいいらっしゃいます

か ? 

―― 会場挙手 ―― 

結構、いらっしゃいますね。 

20%～25%くらいの方に挙手いただきました。

次に、集積パッチを主体とする運用について、柴田さんからお願いします。
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柴田

200 アプリ・400 クラスタある環境で、年に�1 度、集積パッチを定期適用した結果 ―― サポ

ートへの問い合わせが適用のたびに減りました。�2016 年よりも�2017 年の集積パッチ適用

後は半減、2018 年の集積パッチ適用後は更に半減しています。また性能に関する変更は入ら

ないことも実感されています。

ぜひ皆さんにもアップデートを適用して欲しいなと考えています。 

ライフサイクル 
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諸橋 

ありがとうございます。先ほど、個別パッチ主体の運用をされている方が多かったため、ここ

で議論を深めたいところですが、次のライフサイクルの話に移ります。

一昨年、年次リリースになるよ、次はリリース�18 だよと予告され。昨年 Oracle Database

18c、つい先日 Oracle Database 19c と、毎年新しくリリースされました。

そして、リリースファミリの最後となる�3 年目のリリースは、長期サポートリリース。 

このような一定のサイクルで新しくリリースされ、エラーコレクションも定期になり。 

この図の緑の階段のような一定周期のライフサイクルとなるでしょう。

そして、これに合わせたリリースの選定とアップグレードが、なるべく一定周期で行えた方が良

さそうですよね。 

私は、その時の最新リリースを用いつつ、3 年毎に集中して最新リリースへアップグレードする

のが良いのではないかと考えています。 

そ れ と 、 あ ま り 軽 々 に お 手 軽 に と 言 う の は 憚 れ る の は 重 々 承 知 し て い ま す が 、 �

AutoUpgrade ユーティリティができ、今までよりは若干手軽にアップグレードできるように

なると思っています。

今日は、別の案も持ってきていただいています。
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柴田 

Extended Support の契約を前提に、6 年毎にアップグレードをする案です。 

3 年に一回だと、アップグレードを常にやって忙しい感じがしますが、こちらは�6 年ほど同じ

長期サポートリリースを安心して利用できます。

ただし、長期サポートリリースが出てきて半年未満で新しいリリースへ移行しなければならず、

アップグレードおよび移行の期間が短くなることが若干悩ましい点です。

諸橋 

会場のみなさんの中で、これちょっと物申したい方はいらっしゃいますか ? 

―― 会場笑 ―― 

このタイミングでそんなこと言われてもなかなか難しいですよね。

小畑さん、どちらが主流になりそうでしょう ?

小畑 

実態として、Oracle Database 11g リリース 2(11.2)で運用されているお客様が非常に

多くあります。そこから�Oracle Database 12c リリース�1(12.1.0.2)以上へアップグレー

ドするときに、環境としてはすぐに準備ができたとしても、業務アプリケーションを全て移行し

検証を経てシステムとして安定稼働させるのは、かなりの年月がかかります。規模によります

が、2・3 年かかっているシステムもあります。それを考えると、�3 年でアップグレードは理想な

のですが、現実的に考えると�6 年に合わせるのが限界なのかなと感じています。



 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15 

O
ra

c
le

D
a
ta

b
a
s
e

を
中

心
と

し
た

座
談

会
�’
1
9

 
－

O
ra

c
le

 C
o

d
e

 T
o

k
y
o

 2
0

1
9

諸橋

私がダメ出しをくらった格好ですが... 

―― 会場笑 ―― 

6 年って何の問題もなかったのでしたっけ ?

渡部

アップグレードや移行の案件も仕事としてやっているのですが、リリースサイクルに乗っ取った

ライフサイクルよりも話として多く聴くのは、ハードウエアの保守期限がきっかけで、やむにや

まれず行わなければならない。これが別の観点からの補足です。 

諸橋 

今みたいな話だけではないのかもしれませんが、あえて ここまでのお話に限定すると、どちら

が良い悪いではなく、アップグレードのリスクが低く、お金だけの意味ではないコストがかから

ない方法があれば、アップグレードできる。そう一言ではくくれないから、アップグレードに長

い時間かかってしまうというお話かと思います。

少し優等生ぶった感じになってしまうかもしれませんが、ここからは「低リスクかつ低コストで

短期間にアップグレードするためのおススメ」を皆で話したいと思います。

小畑

先ほどお話したのは、あくまでも�Oracle Database 12c リリース�1(12.1.0.1)までの話

です。この先、�Oracle Multitenant 構成に持っていければ、低リスクかつ低コストでアップ

グレード可能かと思います。 

渡部�

Oracle Cloud を念頭においていますが、クラウドではフルマネージドになるため、クラウド

へ移行するのみで間違いなく「アップグレードの作業は省力化」されます。さらに、�

Autonomous�Database を使う機会があったのですが、実態は「フルマネージドなマルチ

テナントの PDB」なんですね。更にアップグレードしやすくなるトレンドにあるのかなと思って

います。

諸橋�

Autonomous Database に す る の で あ れ ば 、�Autonomous Transaction

Processing か Autonomous Data Warehouse かは、選ばないといけませんよね。 

渡部 

「アップグレードのしやすさ」は、どちらを選んでも変わりないはずです。
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大野 

AutoUpgrade ユーティリティの話もありましたが、アップグレード自体の作業時間で困るこ

とは減ってきているかと思います。

では何に時間がかかるのかというと、テストですよね。新しいバージョンが出て利用を検討す

る時、サポートへ「今の�SQL のパフォーマンスが落ちる可能性がありますか ?」「何かエラーに

なるような変更はないでしょうか?」と、お客様の処理内容に依存するため一概にはお答えす

るのが難しいご質問を多くいただきます。 

基本的には、バージョンが上がったらオプティマイザの動作も改善されるのでパフォーマンス

は上がる前提ですが、まれに実行計画が変わり、パフォーマンスが落ちるとか、構文チェックの

仕組みが変わってエラーになる処理を見つけるために、労力を使っているのが現実かと思っ

ています。 

Oracle Database を利用するメリットには強力なツールが利用できることもあると思いま

すので、こうした機能の利用がアップグレードのハードルを下げると考えます。具体的には、�

Real Application Testing(RAT)を�Oracle Cloud で使っていくのが一つの解ではな

いかと思います。

現行環境はオンプレミスを想定しているのですが、�Enterprise Edition であれば SQL チュ

ーニングセット(STS)を作ることができます。作り方は、SGA または�AWR から本番環境で実

行されている�SQL を抽出します。�Oracle Cloud で作った移行先で�SQL を実行してあげ

て、実行計画が変わるものやエラーになるものをレポーティングします。�

Oracle Cloud の環境では、環境構築も容易ですし、かつ Enterprise Edition に加えて

RAT と�Tuning Pack の�Option もライセンスに含まれているため、従量課金で利用してい

ただくと低コストかつ楽にテストが可能と期待しています。
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実際のイメージとしては、現行環境で実行されている�SQL から実際に�STS として抽出する対

象�SQL を絞っていただいて、実行してエラーになるものとそうでないものを分ける。まずここ

でエラーになるのは改修対象ですね。エラーにならず成功した�SQL の中で、実行計画が変わ

ってかつ性能が低かったものに分ける。 

このようなことができ、アップグレードや移行のための検証が効率化できます。

使っている�Oracle Database に標準搭載されている機能を、うまく使って効率的化するの

が良いと思います。

諸橋 

ありがとうございます。ここまでのライフサイクルの話をまとめて終わりにしたいと思います。

柴田さん、お願いします。
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柴田 

現時点では、�3 年または�6 年毎で長期サポート(LTS)リリースを選択していくのが、アップグ

レードとコストのバランスが取れると考えます。

また、コストとリスクを減らしていくのが、昔からのアップグレードの課題となります。この課題

に対しては、現時点では、�RAT に含まれる�SQL Performance Analyzer や�Database 

Replay によるテストの自動化があり。そして、この�RAT や�Oracle Cloud を活用して、安

全で快適な�Oracle Database 生活を過ごしていただきたいのが、私の願いです。

諸橋 

「安全」で「快適」ね。 

―― 会場笑 ―― 

Oracle Database を使う意義も、そこにあるのかなと思います。 

今日はこのへんでお開きにさせていただきたく思います。

本日はどうもありがとうございました。
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あとがき 

この寄稿により座談会の内容と雰囲気が伝わりましたら幸いです。 

Japan�Oracle User�Group�(JPOUG) | Doorkeeper�http://jpoug.doorkeeper.jp/ 

は、JPO�UG 主催のイベントへ参加される方々によるコミュニティを支えるサイトです。メール

による�JPOUG 主催イベントの開催案内は、当コミュニティへ登録されたメンバーに対して行

います。ぜひ あらかじめメンバー登録してください。 

JPOUG は このようなオラクルという単語を中心とした共通のコンテキストで話せる みんな

が交流するイベントを開催していきます。 

次回もお楽しみに。 

Wataru Morohashi 


